
＝
主
な
記
事
＝

聖
火
リ
レ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
面

一
般
向
け
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
…
３
面

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
貯
木
場
用
地
募
集
…
４
面

新
庄
村
公
民
館
あ
り
方
検
討
委
員
会
開
催
…
５
面

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
様
へ
…
６
面

耐
震
診
断
補
助
金
…
…
…
…
…
…
…
…
７
面

お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
…
…
…
10
面

社
協
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
面

学
校
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
面

立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し
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５
月
19
日
、
20
日
に
行
わ
れ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
イ
ベ
ン

ト
に
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
村
内
か
ら
２
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
２
名
の
方

よ
り
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。」

黒
田
　眞
路

　
５
月
19
日
、
岡
山
城
下
の
段
に
お
い

て
、
チ
ー
ム
岡
山
古
今
東
西
グ
ル
ー
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
金
メ
ダ
ル
リ
ス
ト

森
末
慎
二
さ
ん
へ
ト
ー
チ
を
渡
し
、
点

火
セ
レ
モ
ニ
ー
を
聖
火
皿
へ
点
火
す
る

瞬
間
を
真
横
で
見
る
事
が
出
来
て
美
し

い
聖
火
の
炎
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交

流
・
関
係
人
口
増
、
地
域
活
性
化
に
よ

り
一
層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
支
え
協
力
し
応
援
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

心
よ
り
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

広 報 新 庄第473号 令和３年７月20日発行（2）

東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー

　
新
庄
村
議
会
議
員
を
５
期
務
め
た
藤

井
篤
さ
ん
（
88
）
が
こ
の
ほ
ど
、
高
齢

者
叙
勲
（
旭
日
單
光
章
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
伝
達
式
が
７
月
６
日
、
藤
井

さ
ん
宅
で
行
わ
れ
、
小
倉
村
長
か
ら
藤

井
さ
ん
に
勲
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
を
受
け
て
、「
家
族
を
は
じ
め

地
域
の
皆
さ
ん
に
暖
か
く
支
え
ら
れ
て

長
生
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
叙
勲

を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
家
族
や
地
域
の

お
か
げ
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。（

総
務
企
画
課
　
辻
）

　
６
月
30
日

（
水
）、
岡
山

県
真
庭
保
健
所

管
内
愛
育
委
員

連
合
会
理
事
の

方
々
よ
り
、
小

倉
村
長
と
議
会

事
務
局
へ
70
周

年
記
念
誌
「
愛

育
道
」
の
発
刊

報
告
及
び
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
記
念
誌
は
、
真
庭
地
域
で
愛
育
委
員

が
誕
生
し
て
70
年
を
迎
え
た
節
目
を
記

念
し
て
発
刊
さ
れ
、
衛
生
環
境
が
劣
悪

だ
っ
た
戦
後
の
混
乱
期
に
愛
育
委
員
が

誕
生
し
た
経
緯
や
、
長
年
に
わ
た
る
多

彩
な
活
動
の
功
績
等
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
贈
呈
さ
れ
た
記
念
誌
は
、
村

内
の
全
て
の
愛
育
委
員
の
皆
様
に
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
く
他
、
役
場
事
務
局

（
住
民
福
祉
課
）
に
も
置
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
管
内
の
学
校
や
図

書
館
等
に
も
寄
贈
さ
れ
、
真
庭
保
健
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
ま
す

の
で
、
村
民
の
皆
様
も
是
非
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
谷
川
）

「
感
動
を
あ
り
が
と
う
！
」

坂
本
　茂
樹

　
５
月
20
日
、
真
庭
市
蒜
山
地
域
の
地

域
住
民
の
方
と
一
緒
に
、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
で
盛
り

上
が
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
真
庭
市
で
の
開
催
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
津
山
市
中
央

公
園
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、「
ト
ー
チ

キ
ス
」
に
代
替
し
、
県
北
６
市
町
村
83

名
が
６
区
間
炎
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
第

２
区
真
庭
市
チ
ー
ム
で
あ
る
14
名
も
、

聖
火
を
引
き
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
夢
と
希
望
を
持
ち
続

け
て
ほ
し
い
。」
と
願
い
を
込
め
、
ま

た
沢
山
の
人
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
聖
火

を
次
の
開
催
地
で
あ
る
鳥
取
県
に
つ
な

げ
ま
し
た
。

　
村
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
育
員
会
　
執
行
）

新
庄
村
議
会
元
議
員

藤
井
篤
さ
ん
に

　
　
　
　旭
日
單
光
章

高
齢
者
叙
勲
を
伝
達

真
庭
保
健
所
管
内
愛
育
委
員
連

合
会
70
周
年
記
念
誌
の
贈
呈
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65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
集

団
接
種
が
終
わ
り
ま
し
た
。
６
月
末

時
点
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
て
い
る

９
割
以
上
の
方
に
接
種
が
で
き
ま
し

た
。

　
65
歳
未
満
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

基
礎
疾
患
が
あ
る
方
へ
の
接
種
を
７

月
19
日
か
ら
内
科
診
療
所
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
集
団
接
種
は
、
７
月
29

日
か
ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。
個
別
接
種
は
、
接

種
施
設
で
あ
れ
ば
、
県
内
の
ど
の
医

療
機
関
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
接
種
を
受
け
た
後
も
、
引
き
続
き

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
・
手
指
の

消
毒
、
３
密
を
避
け
る
な
ど
の
感
染

予
防
対
策
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
有
吉
）

　
健
康
ま
つ
り
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
て
い
な
い
方
（
40
歳
以
上
）

を
対
象
に
、
追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

○
日
に
ち

　
令
和
３
年
８
月
28
日
（
土
）

○
場
所
・
時
間

・
カ
ケ
住
宅
横
バ
ス
停
広
場

　
午
前
７
時
30
分
〜
８
時
ま
で

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
ま
で

○
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
物

　（
無
い
方
は
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

【
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
】

　
結
核
・
肺
が
ん
検
診
受
診
票
（
む

　
ら
さ
き
色
）

【
胃
が
ん
検
診
】

　
胃
が
ん
検
診
受
診
票
（
み
ど
り
色
）

【
大
腸
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
受
診
票
（
茶
色
）、

　
大
腸
が
ん
検
診
容
器（
み
ど
り
色
袋
）

○
注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と

・
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
検
査
当

日
は
絶
飲
・
絶
食
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
前
日
は
検
査
の
10
時
間
前
ま
で

に
夕
食
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
水
に
限
っ
て
は
コ
ッ
プ
１
杯

（
２
０
０
㎖
程
度
）
ま
で
、
検
査
の

３
時
間
前
ま
で
飲
ん
で
い
た
だ
い
て

構
い
ま
せ
ん
（
夏
場
は
熱
中
症
予
防

の
た
め
２
時
間
前
ま
で
）。

・
大
腸
が
ん
検
診
は
当
日
容
器
の
回

収
を
行
い
ま
す
。
容
器
が
お
手
元
に

無
い
方
は
住
民
福
祉
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当

日
提
出
が
困
難
な
方
は
、
回
収
予
備

日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
大
腸
が
ん
検
診
容
器
回
収
予
備
日
〉

　
８
月
30
日
（
月
）
８
時
30
分
〜
12

時
ま
で
に
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
玄
関
付
近
の
箱

に
、
容
器
と
受
診
票
を
お
入
れ
く
だ

さ
い
。

　ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、
一
年

に
一
回
検
診
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

推
奨
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
谷
川
）

　
新
庄
村
で
は
、
公
正
で
開
か
れ
た

村
政
と
村
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
個
人

情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う
た
め
に
個

人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
て
い
ま

す
。

　
新
庄
村
情
報
公
開
条
例
第
25
条
の

規
程
の
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
に
係

る
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

○
行
政
文
書
の
開
示
請
求
に
つ
い
て

　
・
開
示
　
０
件

（
総
務
企
画
課
　
中
山
）

令
和
２
年
度
新
庄
村
情
報
公
開

条
例
に
係
る
運
用
状
況
の
公
表

に
つ
い
て

一
般
向
け
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
ま
す

健
康
ま
つ
り
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン・

胃
が
ん・大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ

て
い
な
い
方
へ
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　村では新庄村役場新庁舎等の熱利用を木質バイオマスで行うため、現在、導入に向けて検討
を行っています。

◆木質バイオマスとは
　樹木の伐採や造材のときに発生した枝、葉などの林地残材、製材工場などから発生する樹皮
やのこ屑などのほか、住宅の解体材や街路樹の剪定などの種類があります。本来であれば破棄
物だった木材をバイオマスエネルギーとして熱利用を行い有効利用します。
　木質バイオマスの燃料は、薪・チップ（木材等を削ったもの）・ペレット（木粉を固形状に
したもの）などの種類があり、形状や水分などにばらつきがあるのが特徴です。現在、新庄
村ではどの種類の燃料を導入するかいろいろな角度から検討しています。
（※バイオマスとは植物などから生まれた再利用可能な有機性の資源です。バイオマスエネル
ギーは安定した二酸化炭素の循環を繰り返す「カーボンニュートラル」として注目されており、
全国でも多くの自治体で取り組みがすすめられています。）

◆運用にあたって
　まずは、役場新庁舎から導入するか、周辺の
公共施設（公民館、ふれあいセンター、保育所、
小中学校）をあわせて導入するか、整備後の運
用に向けて様々な角度から検討しています。

◆木材の買取制度導入
　現在、一般的に木材として流通しない未利用材は真庭市に運搬していますが、例えば、薪ボ
イラーを導入したとすると村での未利用材を活用することができるようになり、地域内で利用
が可能になります。また、村民の皆さまから、木材の買取りを行うなどにより、地域通貨等で
の村の経済循環を図ることが可能になります。

木質バイオマス事業貯木場用地募集

　木質バイオマス事業導入に向けて、燃料で使用する木材を置いたり、チップに加工した
りする貯木場候補用地を村民の皆さまから募集します。

１．募集面積　0.5ha～1.0ha
２．募集地目　地目、形状は問いません（急傾斜地は除く）
３．募集条件　遊休地等で日当たりがよく、風通しがよいところ
　　　　　　　100メートル以内に民家がないところ（騒音対策）
　　　　　　　道路に隣接しているところなど
４．締 切 日　令和３年８月３１日（火）
５．連 絡 先　新庄村役場産業建設課林務係まで（NTT 56-2628）

新庄村木質バイオマス導入事業が始まります
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村
に
ふ
さ
わ
し
い
今
後
の
新
庄
村

公
民
館
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

た
め
、
第
２
回
目
の
検
討
委
員
会
を

６
月
29
日
（
火
）、
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
公
民
館
施
設
の
概
要

や
利
用
状
況
、
生
涯
学
習
事
業
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
後
、
３
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
現
在
の
公
民
館
の

課
題
、
ま
た
公
民
館
の
今
後
の
役
割

や
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
課
題
と
し
て
「
雨

漏
り
が
ひ
ど
く
、
屋
根
な
ど
の
対
策

が
必
要
」、「
土
、
日
に
閉
ま
っ
て
い

る
」、「
図
書
室
が
利
用
し
づ
ら
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
、
ま
た
今
後
の
役

割
と
方
向
性
に
つ
い
て
は
、「
子
育

て
中
の
保
護
者
が
利
用
し
や
す
く
」、

「
利
用
を
占
め
る
放
課
後
教
室
等
を

学
校
施
設
へ
」、「
図
書
の
充
実
、
司

書
の
配
置
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
次
回
は
７
月
28
日
（
水
）
に
開
催

し
、
村
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
川
旭

氏
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
公
民
館
建

物
の
老
朽
化
対
策
や
他
施
設
の
代
替

利
用
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
予
定
で

す
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

　
６
月
４
日
（
金
）
創
生
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
で
第
30
回(

株)

メ
ル
ヘ

ン
・
プ
ラ
ザ
定
時
株
主
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
取
締
役
の
本
田
陽
哉
氏
か
ら

第
30
期
の
事
業
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

収
支
決
算
、
取
締
役
改
選
、
役
員
報

酬
、
第
31
期
経
営
方
針
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
決
議
事
項
は
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
が
い
せ
ん
桜
新
庄
宿
」

の
指
定
管
理
者
で
あ
る(

株)

メ
ル
ヘ

ン
・
プ
ラ
ザ
と
は
今
後
も
連
携
を
図

り
、
特
産
品
の
販
売
強
化
、
雇
用
の

拡
大
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（

産
業
建
設
課
　
小
畑
）

工事等入札結果

新庄村有林（寺ノ上）主伐業務令和3年6月9日 真庭森林組合 令和3年11月30日5,452千円 （5,997千円）

村有林石鉄穴搬出間伐業務令和3年6月28日 真庭森林組合 令和３年11月30日15,830千円（17,413千円）

新庄村火葬場長寿命化工事令和3年6月28日 梶岡建設（株） 令和３年11月30日11,800千円（12,980千円）

業　　者　　名 落札価格（契約金額)事　　業　　名入 札 日 工 期

㈱
メ
ル
ヘ
ン・プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　定
時
株
主
総
会

新
庄
村
公
民
館
あ
り
方
検
討

　
　
　
　
　
　
　委
員
会
開
催
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８
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
新

し
い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
の
い
る
世
帯
に
は
、
７

月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

　
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
誤
っ

て
使
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
破

棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
住
民
福
祉
課

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
保
の
加
入
者

（
０
歳
〜
74
歳
の
方
が
対
象
で
す
）

＊
自
営
業
者
、
農
業
・
漁
業
従
事
者

＊
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

を
や
め
た
方

＊
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

方＊
３
ヶ
月
を
超
え
る
在
留
期
間
が
決

定
さ
れ
、
新
庄
村
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
外
国
人

※

就
職
な
ど
に
よ
り
社
会
保
険
に
加

入
し
て
も
、
国
保
の
資
格
が
自
動
的

に
無
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
福
祉
課
で
資
格
喪
失
の
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

社
会
保
険
に
加
入
し
た
後
で
、
国

保
の
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け

た
場
合
、
新
庄
村
国
保
が
負
担
し
た

医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料

（
税
）
が
二
重
払
い
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。（

住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
令
和
３
年
７
月
３
１
日
で

す
。

○
被
保
険
者
証
の
更
新

　
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
（
被
保
険
者
証
）
は
、
７
月
下

旬
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
８
月
以
降

に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
さ
れ
る
際

に
は
、
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
を

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

○
一
部
負
担
金
の
割
合
の
見
直
し

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得
区
分

に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
所
得
区
分

は
前
年
の
所
得
に
よ
る
た
め
、
割
合

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
】

　
現
役
並
み
所
得
者

　
　
３
割

　
一
般
・
低
所
得
者
Ⅱ
又
は
Ⅰ

　
　
１
割

○
問
い
合
わ
せ
先

新
庄
村
役
場
住
民
福
祉
課

電
話
：
０
８
６
７-

５
６-

２
６
４
６

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

電
話
：
０
８
６-
２
４
５-

０
０
９
０

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

皆
様
へ

　
県
立
岡
山
盲
学
校
視
覚
障
害
児
・

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
見
え
に

く
さ
（
視
覚
障
害
）
の
あ
る
人
と
家

族
、
支
援
者
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
対
象

①
見
え
に
く
さ
の
あ
る
子
ど
も
と
保

　
護
者

②
18
歳
以
上
で
、
病
気
や
け
が
な
ど

　
が
原
因
で
見
え
に
く
く
な
り
、
困

　
っ
て
い
る
人
と
家
族

○
相
談
方
法

　
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
必
要
に
応
じ
て
、
他
の
支
援
機
関

　
に
お
つ
な
ぎ
す
る
こ
と
も
可
能
で

　
す
。
遠
方
の
方
に
は
毎
月
１
回
、

　
相
談
活
動
を
備
北
保
健
所
内
で
行

　
っ
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

岡
山
盲
学
校
視
覚
障
害
児
・
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
）

９
時
〜
17
時
土
日
、
祝
日
を
除
き
ま

す０
８
６―

２
７
２―

３
１
６
５

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

後
期
高
齢
者
医
療

　被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

「
見
え
に
く
さ
」
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
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一戸建て住宅の耐震診断に補助金が出ます一戸建て住宅の耐震診断に補助金が出ます
　新庄村では、地震に対する建築物の安全性の向上を図るため、民間木造住宅の耐震診断
等に要する経費の一部を補助します。

○補助対象住宅
次に掲げる要件の全てに該当する住宅
　①　村内にある民間住宅
　②　昭和５６年５月３１日以前に着工された一戸建て住宅
　③　構造が次に掲げる工法以外の木造であるもの
　　・丸太組工法
　　・建築基準法第３８条の規定に基づく認定工法
　④　２階建て以下のもの

○補助金額

○申請方法
　・申請場所　新庄村役場産業建設課
　・提出書類　補助金交付申請書等
　・予定戸数　２戸

提出書類等、詳しくは役場産業建設課までお問い合わせください。℡56-2628
（産業建設課　佐藤）

※経費の上限は、136,000円。補助金は、補助対象経費の3分の2以内。90,000円を上限とする。

簡易診断法

一般診断法
面積200㎡以内

診断法 経費

42,000円

71,200円 60,000円

面積200㎡以上

補助金額等

40,000円

100㎡ごと8,000円加算100㎡ごと9,100円加算

１　目的・内容　　和牛繁殖経営を始めるに当たっての知識や技術を習得出来るよう、
　　　　　　　　　基礎講義や牧場体験実習、市場視察等を実施します。
２　募 集 対 象　　和牛の飼育に興味があり、将来岡山県で就農・新規参入を希望してい
　　　　　　　　　る方、１０名程度。
３　開講日時等　　第１回目（全４回）
　　　　　　　　　令和３年８月２１日（土）　９：００～１２：００
　　　　　　　　　久米郡美咲町　岡山県農林水産総合センター畜産研究所
４　申込書請求・申込み・お問い合わせ先
　　　　　　　　　（一社）岡山県畜産協会　経営支援部経営対策班
　　　　　　　　　ＴＥＬ：（０８６）２２２－８５７５
　　　　　　　　　Ｈ　Ｐ：おかやま畜産ひろば　http://okayama.lin.gr.jp/
５　そ　の　他　　新型コロナウイルス感染症及び家畜伝染病の発生等状況によっては、
　　　　　　　　　講座の中止又は内容の変更を行う場合があります。

あなたの夢を応援します！おかやまで和牛を飼ってみませんか？あなたの夢を応援します！おかやまで和牛を飼ってみませんか？
令和３年度和牛入門講座受講生募集!! ＜参加費無料＞



７
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
（
２
期
）

国
保
税
　
　
　
（
２
期
）

納
期
限
　
８
月
２
日
（
月
）

広 報 新 庄第473号

　
８
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　時

　
８
月
12
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

年
　金
　相
　談

令和３年７月20日発行（8）

お

ら
知

せ

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
３
年
６
月
受
付
分

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
３
年
６
月
８
日

　
岩
田
　
紀
之
（
81
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
高
橋
）

　
毎
月
第
一
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る

大
型
ゴ
ミ
等
の
役
場
へ
の
持
ち
込
み

収
集
に
つ
い
て
収
集
可
能
な
ゴ
ミ
に

つ
い
て
　
今
一
度
確
認
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
日
で
回
収
で
き

る
物
は
、
可
燃
や
金
属
の
粗
大
ゴ
ミ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
普
段

収
集
を
行
っ
て
い
る
真
庭
市
指
定
の

ゴ
ミ
袋
に
入
る
も
の
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
粗
大
ゴ
ミ
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

場
合
は
役
場
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
ゴ
ミ
に
つ
い
て

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
も
遠
慮
無
く

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）

　
６
月
28
日
、
千
葉
県
八
街
市
の
市

道
で
、
歩
い
て
下
校
中
の
小
学
生
児

童
の
列
に
飲
酒
運
転
の
ト
ラ
ッ
ク
が

突
っ
込
む
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

　
飲
酒
運
転
は
危
険
で
重
大
な
交
通

ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

ス
ト
ッ
プ
飲
酒
運
転

　
８
月
26
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

　
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

　
し
て
下
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

　
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

　
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

　
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

　
必
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）

事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
悲
し
い
事
故
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
飲
酒
運

転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

◇
飲
酒
運
転
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　さ
せ
な
い
運
動

【
４
（
し
）
な
い
運
動
】

①
　
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

②
　
運
転
す
る
な
ら
酒
は
飲
ま
な

い③
　
酒
を
飲
ん
だ
人
の
車
に
は
同

乗
　
　
し
な
い

④
　
従
業
員
に
飲
酒
運
転
を
命
じ

た
　
　
り
、
認
め
た
り
し
な
い

【
３
（
さ
）
せ
な
い
運
動
】

①
　
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
車
を
運

転
　
　
さ
せ
な
い

②
　
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
、
車
を

貸
　
　
さ
な
い

③
　
運
転
す
る
人
に
は
す
す
め
な

い
　
ま
た
、
夏
は
飲
酒
の
機
会
が
増
え

る
季
節
で
す
。
お
酒
を
飲
み
に
出
か

け
る
時
は
、
必
ず
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ

ー
を
決
め
て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課
　
岩
佐
）
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区 分
村　内

５月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

0
0
0

0件
0人
0人

3
0
1

16件
0人

0 0人 2 15人
6人

本年の累計 ５月期 本年の累計
真庭市内

事

故

５月期の交通事故発生状況

（総務企画課　岩佐）

　
先
日
、
６
月
８
日
に
健
康
ま
つ
り

で
栄
養
委
員
と
し
て
感
染
対
策
を
行

い
、
栄
養
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
健
康

ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

健
康
ク
イ
ズ
の
解
答
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
全
問
正
解
の
方
に

は
さ
さ
や
か
で
す
が
景
品
を
贈
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
10
名
の

方
が
全
問
正
解
で
し
た
。

【
健
康
ク
イ
ズ
】

問
１
．
成
人
で
は
、
１
人
１
日
ど
の

く
ら
い
の
野
菜
を
摂
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？
①
４
０
０
ｇ
②
３
５
０

ｇ問
２
．
岡
山
県
で
は
、
成
人
１
人
１

日
ど
の
く
ら
い
野
菜
を
摂
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
①
約
８
０
ｇ
②
約

２
８
０
ｇ
④
約
３
８
０
ｇ

問
３
．
次
の
組
み
合
わ
せ
は
野
菜
と

採
れ
る
季
節
（
旬
）
に
つ
い
て
で
す
。

違
っ
て
い
る
組
み
合
わ
せ
は
ど
れ
で

し
ょ
う
。
①
春―

キ
ャ
ベ
ツ・ふ
き・

た
け
の
こ
・
セ
ロ
リ
②
夏―

き
ゅ
う

り
・
な
す
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
ト
マ
ト
③
秋

―

に
ん
じ
ん
・
レ
ン
コ
ン
・
ご
ぼ
う
・

カ
ブ
④
冬―
な
す・ア
ス
パ
ラ
ガ
ス・

ほ
う
れ
ん
草・さ
や
え
ん
ど
う

問
４
．
市
販
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
に
関

す
る
説
明
で
す
。
１
０
０
％
（
２
０

０
㎖
入
）
は
ど
れ
く
ら
い
の
野
菜
を

食
べ
る
の
に
相
当
す
る
で
し
ょ
う

か
？
①
５
０
ｇ
②
１
０
０
ｇ
③
１
５

０
ｇ
④
２
０
０
ｇ

【
答
え
】

問
１
．
②
の
３
５
０
ｇ
で
す
。
カ
ロ

テ
ン
の
多
い｢

緑
黄
色
野
菜｣

は
１
２

０
ｇ
以
上
、
「
そ
の
他
の
野
菜
」
は

２
３
０
ｇ
以
上
を
目
安
に
摂
り
ま
し

ょ
う
。

問
２
．
③
の
約
２
８
０
ｇ
で
す
。
年

齢
・
性
別
の
摂
取
量
も
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
は
、
ど
れ
く
ら

い
摂
れ
て
い
ま
す
か
？

問
３
．
間
違
い
は
④
で
す
。
ほ
う
れ

ん
草
だ
け
が
正
解
で
、
冬
が
旬
で
す
。

他
の
野
菜
の
旬
は
、
な
す
は
、
７
〜

８
月
で
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
さ
や

え
ん
ど
う
は
、
５
〜
６
月
で
す
。

問
４
．
正
解
は
②
で
す
。
市
販
の
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
半
分
の

グ
ラ
ム
重
量
に
換
算
し
て
計
算
し
て

い
ま
す
。

　
外
食
で
も
意
識
し
て
野
菜
の
多
い

メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
口
）

お
元
気
で
す
か
？

○
募
集
種
目

　
一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生
・
自

衛
官
候
補
生

○
内
容
・
受
付
期
間
等

　
各
種
目
で
異
な
り
ま
す
。
自
衛
隊

岡
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
記
Ｑ
Ｒ
を
ご

利
用
下
さ
い
）

　
ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部 
津
山
出
張
所(

℡
０
８
６
８―

２
２―

５
６
３
７)

ま
で

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　防
衛
省

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）大

月

　幸
子

金
盛

　啓
子

三
鴨

　浩
子

田
中

　艸
林

今
月
の
俳
句

コ
ロ
ナ
禍
や
亡
夫
の
育
て
し
さ
つ
き
咲
く

何
回
も
開
け
て
は
眺
め
冷
蔵
庫

借
り
ち
ゃ
っ
た
パ
パ
の
長
ぐ
つ
梅
雨
晴
間

草
刈
り
は
老
人
総
出
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

つ
　ま
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ま
に
わ
く
ん
『
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
』
が
今
年
も
発
売
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
し
て
乗

車
す
る
と
、
７
月
15
日
（
木
）
か
ら
９

月
26
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
ま
に

わ
く
ん
全
線
が
乗
り
放
題
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
の
土
日
祝
日
に
は
１

日
５
便
、
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｈ

Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
を
発
着
地
と
し
て
蒜
山

高
原
の
主
な
観
光
施
設
を
巡
回
す
る
無

料
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
パ

ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
特
典
が
あ
る

お
店
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
真
庭
市
く
ら
し

安
全
課
（
０
８
６
７―

４
２―

１
０
１

７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
料
金
】

　
小
学
生
　
５
０
０
円

　
中
学
生
　
１
，
０
０
０
円

※

パ
ス
ポ
ー
ト
１
枚
に
つ
き
、
同
伴
者

（
高
校
生
以
上
）
１
名
の
運
賃
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

【
販
売
場
所
】

　
新
庄
村
役
場
　
総
務
企
画
課

　
真
庭
市
　
各
振
興
局

（
総
務
企
画
課
　
岩
佐
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ま
に
わ
く
ん

　ジ
ュ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
中



（11） 広 報 新 庄 第473号令和３年７月20日発行

　
６
月
11
日
今
年
度
第
１
回
目
の
定

時
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
・
令
和
３
年
度
収
支
補
正(
第
１

号)

案
・
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
の

選
任
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
可

決
承
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
理
事
会

を
開
催
し
、
臨
時
職
員
等
就
業
の
規

則
の
一
部
改
正
、
欠
員
に
伴
う
評
議

員
選
任
・
解
任
委
員
の
選
任
、
ま
た
、

任
期
満
了
に
伴
い
会
長
・
副
会
長
２

名
の
選
任
を
理
事
の
互
選
に
よ
り
決

定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会
　
長
（
理
事
）
小
倉
　
博
俊

副
会
長
（
理
事
）
高
村
　
茂
博

副
会
長
（
理
事
）
高
村
　
昌
子

理
　
事
　
　
　
　
足
羽
　
一
朗

　
〃
　
　
　
　
　
大
槻
　
剛
巳

　
〃
　
　
　
　
　
岡
本
　
　
勇

　
〃
　
　
　
　
　
佐
藤
　
光
代

　
〃
　
　
　
　
　
坂
本
　
晴
香

監
　
事
　
　
　
　
坂
本
　
英
典

　
〃
　
　
　
　
　
坂
本
　
茂
樹

６
月
の
活
動

14
日
　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
（
草
取
り
）
（
有
志
２
名
）

15
日
　
第
１
回
奉
仕
作
業
（
58
名
）

奉
仕
作
業

　
梅
雨
の
最
中
に
恵
ま
れ
た
曇
り
空
、

感
染
症
対
策
万
全
に
58
名
の
ク
ラ
ブ

員
が
ふ
れ
あ
い
公
園
に
集
結
し
、
草

取
り
・
草
刈
・
剪
定
な
ど
の
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
１
年
８
か
月
ぶ
り
の
実
施
で
手
間

取
っ
た
作
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
培
っ
た
経
験
や
技
術
を
生
か

し
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
公
園
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

８
月
の
活
動
予
定

未
定
　
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
打
合
せ

（
正
副
会
長  

真
庭
市
）

11
日
　
美
作
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

　
　
　
合
会
長
事
務
局
合
同
会
議

（
久
米
南
町
）

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
身
体
や
頭

の
リ
ハ
ビ
リ
と
同
時
に
、
物
づ
く
り

を
通
し
て
心
も
元
気
に
し
て
い
た
だ

け
る
機
会
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
つ
く
ろ
う

会
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
に
花
を
生
け

て
ミ
ニ
花
か
ご
を
作
っ
た
り
、
ビ
ー

ズ
細
工
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
染
め
物
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
出
来
た
作
品
を
お
孫
さ
ん
の
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
さ
れ
た
り
、「
私

に
も
出
来
た
」「
み
ん
な
で
作
る
と

楽
し
い
」「
今
度
は
こ
ん
な
の
が
作

り
た
い
」
と
嬉
し
い
声
が
聞
こ
え
て

い
ま
す
。

　
物
づ
く
り
は
苦
手
と
い
う
方
に
も
、

作
業
の
段
階
付
け
を
し
て
、
こ
こ
ま

で
な
ら
出
来
る
、
こ
れ
な
ら
出
来
る

と
い
う
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
時
期
を
み
て
村
内
に
お
ら
れ
る

手
立
ち
の
皆
様
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
た
活
動
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
ご
寄
付
】

６
月
１
日
〜
６
月30

日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　
岩
田
真
広
　
様

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
評
議
員
会
・
理
事
会
開
催

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

　
社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
5
6‐2
0
0
1



再生紙を使用しています

中学校だより中学校だより中学校だより

　６月４日（金）、真庭警察署の方、交通警察協助員の方を講師にお迎えして、交通安全教室
を行いました。
　今年度は雨天のため体育館で、１・２年生は横断歩道の安全な渡り方について、３～６年
生は自転車の安全な乗り方について学びました。
　毎年、この交通安全教室に合わせて、上田雄喜さんがボランティアで自転車の点検をして
くださっています。
　また、朝の登校時とともに、５・６年生の部活動の日には、１～４年生下校の見守りをボ
ランティアの方にお世話になっています。
　「自分たちの安全は自分たちで守る」という気持ちをもてるようになること、また、「自
分たちの安全のために多くの方の助けがある」ということを考えられる子どもたちになって
ほしいと考えています。

（新庄小学校　熊谷）
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小学校だより小学校だより小学校だより

キャリア教育キャリア教育
　６月８日（火）に、キャリア教育の一環として、地域の稲
田晴江さんによる「夢・仕事講演会」が行われました。ライ
スワークとライフワーク、SDGsの概念、働くことの意義等に
ついて、分かりやすく語っていただきました。生徒達は熱心
に聴き入り、講演会の後には意欲的に質問することもできま
した。生徒達の感想には、「物事・問題の背景を考えることを
意識して生活しようと思います。」、「夢に向かって一生懸命努
力することで、困難なことを乗り越えていけることが分かり
ました。」等が書かれていました。
　６月２１日（月）に、２・３年生徒・保護者対象に「進路
説明会」が行われました。近隣の高等学校の先生に来ていた
だいて、学校・学科の特色について、入試制度について、高
校卒業後の進路について等の説明をしてもらいました。真
庭・勝山高等学校の先生からは学科編成等の改編についての
紹介もありました。生徒達は熱心に話を聴き、これからの進
路決定の参考になったと思います。

（新庄中学校　小川）

安全は自分たちで！
～交通安全教室・自転車点検
　　　　　　　・登下校見守り～

安全は自分たちで！
～交通安全教室・自転車点検
　　　　　　　・登下校見守り～


